
石狩市国民健康保険データヘルス計画（案）

【概要版】

平成 年 月

石狩市国民健康保険

資料１



目 次

Ⅰ 基本的事項

１．基本方針

２．計画期間

Ⅱ 現状分析と課題

１．石狩市国保の医療費

２．疾病別医療費

３．健診受診者、未受診者の医療費

４．ジェネリック医薬品の普及状況

５．課題及び対策の設定

Ⅲ 重点保健事業

１．特定健診、39健診の受診勧奨事業

２．糖尿病性腎症重症化予防事業

３．受診行動適正化指導事業

４．ジェネリック医薬品普及促進事業

５．こころの健康づくりに関する普及啓発事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P1

P2

P3

P5

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15



レセプトや特定健康診査のデータ分析に基づく保健事業の実施計画『データヘルス計画』を策定し、

被保険者の特徴や健康課題を踏まえた効果的かつ効率的な保健事業を展開する。

•事業効果の測定

•実施方法の検証

•検証に基づく

課題の検討

•計画の修正

•対象者の特定

•保健事業の実施

•医療費分析

•健康課題の把握

•目標の設定

計画

Plan

実施

Do

評価

Check

改善

Action

平成26年度のレセプト・健診

データ分析で課題の明確化

『計画策定（P） 』

『保健事業の実施（D） 』

『効果の測定（C） 』

『次年度へ向けた改善（A） 』

を１サイクルとして実施。
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Ⅰ基本的事項

１．基本方針



Ⅰ基本的事項

２．計画期間

計画期間は、平成27年度から平成29年度までの3年間とし、「第二期特定健康診査等実施計画」等の

関連計画と十分な整合性を図る。
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度以降

データヘルス計画

第二期特定健康診査等実施計画

次期計画



Ⅱ現状分析と課題

１．石狩市国保の医療費① ※KDBｼｽﾃﾑ平成26年度ﾃﾞｰﾀによる

（KDBシステム･･･国保連合会から提供されている各種統計情報）
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27,23327,23327,23327,233円円円円

24,08124,08124,08124,081円円円円
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23,29223,29223,29223,292円円円円
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石狩市 同規模保険者 北海道 全国

一人一人一人一人あたりあたりあたりあたり医療費医療費医療費医療費（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度・・・・1111ヶヶヶヶ月平均月平均月平均月平均））））

53.5%53.5%53.5%53.5%
59.3%59.3%59.3%59.3%

55.4%55.4%55.4%55.4%
59.7%59.7%59.7%59.7%
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40.7%40.7%40.7%40.7%

44.6%44.6%44.6%44.6%
40.3%40.3%40.3%40.3%

石狩市 同規模保険者 北海道 全国

医療費医療費医療費医療費のののの割合割合割合割合（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度））））

外来 入院

◆ 一人あたり医療費（平成26年度の1ヶ月平均）は27,233円で、北海道や全国平均より高い。

◆ 医療費のうち、入院の割合が46.5％で、他団体と比較して高い。



◆ レセプト１件あたりの入院日数が多いのは、「精神」「脳血管疾患」「糖尿病」となっている。

◆ 生活習慣病等主傷病の割合では、「がん」「精神」「筋・骨格」で全体の5割以上を占めている。
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慢性腎不全
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脂質異常症

5.0%
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13.4%

生活習慣病等主傷病生活習慣病等主傷病生活習慣病等主傷病生活習慣病等主傷病のののの割合割合割合割合（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度））））
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ﾚｾﾌﾟﾄﾚｾﾌﾟﾄﾚｾﾌﾟﾄﾚｾﾌﾟﾄ1111件件件件あたりあたりあたりあたりのののの在院在院在院在院日数日数日数日数及及及及びびびび医療費医療費医療費医療費（（（（平成平成平成平成26262626年度年度年度年度・・・・入院入院入院入院））））

日数 医療費
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Ⅱ現状分析と課題

１．石狩市国保の医療費② ※KDBｼｽﾃﾑ平成26年度ﾃﾞｰﾀによる

（KDBシステム･･･国保連合会から提供されている各種統計情報）



Ⅱ現状分析と課題

２．疾病別医療費① ※平成26年度ﾚｾﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ分析による

①循環器系の疾

患

1,015,763 千円

18.3% ②新生物

816,397 千円

14.7%

③筋骨格系及び

結合組織の疾患

527,213 千円

9.5%

④内分泌、栄養

及び代謝疾患

510,053 千円

9.2%

⑤精神及び行動

の障害

488,726 千円

8.8%

その他

2,202,268 千円

39.5%

• 高血圧症、虚血性心疾患、

脳梗塞など

①循環器系の

疾患

①循環器系の

疾患

• 悪性新生物（がん）など②新生物②新生物

• 関節症、腰痛症、坐骨神経

痛など

③筋骨格系及び

結合組織の疾患

③筋骨格系及び

結合組織の疾患

• 糖尿病など

④内分泌、栄養

及び代謝疾患

④内分泌、栄養

及び代謝疾患

• 統合失調症、認知症、躁うつ

病など

⑤精神及び行動

の障害

⑤精神及び行動

の障害

◆ 疾病別医療費（大分類）では、「循環器系の疾患」が医療費全体の18.3％で最も多い。

◆ 上位5疾病で医療費全体の約6割を占めている。
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Ⅱ現状分析と課題

２．疾病別医療費② ※平成26年度ﾚｾﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ分析による

◆ 「循環器系の疾患」は、40代から増えており、医療費も高額となっている。

◆ 「精神及び行動の障害」は、 30代から50代における医療費の疾病分類第1位となっている。
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（単位：千円）
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（単位：千円）
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Ⅱ現状分析と課題

２．疾病別医療費③ ※平成26年度ﾚｾﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ分析による

◆ 疾病別医療費（中分類）では、「高血圧」「糖尿病」「腎不全」等の生活習慣病関連の割合が高い。

◆ 地区比較における「高血圧性疾患」では、厚田・浜益区の割合が旧石狩地区より高くなっている。

その他の悪性

新生物

255,793 

5.2%

高血圧性疾患

240,088 

4.9%

糖尿病

230,989 

4.7%

統合失調症、統合失調症

型障害及び妄想性障害

210,719 

4.3%

腎不全

197,912 

4.0%

上位上位上位上位5555疾病疾病疾病疾病（（（（旧石狩地区旧石狩地区旧石狩地区旧石狩地区））））

その他の内分泌、

栄養及び代謝疾

患

20,317 

6.5%

高血圧性疾患

18,516 

6.0%

統合失調症、統合失調症型

障害及び妄想性障害

16,020 

5.2%

気管、気管支及び

肺の悪性新生物

15,590 

5.0%

腎不全

15,017 

4.8%

上位上位上位上位5555疾病疾病疾病疾病（（（（厚田区厚田区厚田区厚田区））））

（単位：千円）

高血圧性疾患

12,603 

6.1%

糖尿病
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5.3%

その他の内分泌、

栄養及び代謝疾患
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4.9%

その他の心疾患

8,758 

4.2%

関節症

8,269 

4.0%

上位上位上位上位5555疾病疾病疾病疾病（（（（浜益区浜益区浜益区浜益区））））
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Ⅱ現状分析と課題

３．健診受診者、未受診者の医療費

※KDBｼｽﾃﾑ平成26年度ﾃﾞｰﾀによる

◆ 「健診受診者」の生活習慣病に関わる一人あたりの医療費は、健診未受診者の1/10以下。

◆ 健診受診者の医療費は、他団体と比較して低く、未受診者の医療費は他団体と比較して高い。

（単位：円）
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健診未受健診未受健診未受健診未受診者診者診者診者一人一人一人一人あたりあたりあたりあたり医療費医療費医療費医療費((((平成平成平成平成26262626年度年度年度年度))))（単位：円）
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Ⅱ現状分析と課題

４．ジェネリック医薬品の普及状況

※平成26年度ﾚｾﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ分析による平均普及率55.3％
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Ⅱ現状分析と課題

５．課題及び対策の設定

①①①①

• 【課題】若年層の健診受診率が10％程度と低く、若い世代からの生活習慣病の予防が必要である。

• 【対策】特定健診、39健診の受診勧奨を強化し、特定保健指導等を通じた生活習慣病の予防を図る。

②②②②

• 【課題】医療費分析結果から、生活習慣病や重症化した疾病により多額の医療費がかかっている。

• 【対策】生活習慣病の重症化予防が必要な対象者を特定し、適切な保健指導や受療勧奨を行う。

③③③③

• 【課題】30代から50代を中心に、「精神」に関する疾病が医療費に占める割合が高い。

• 【対策】「こころ」の健康づくりを推進するため、普及啓発リーフレットを被保険者へ送付し早期相談へ繋げる。

④④④④

• 【課題】厚生労働省では、ジェネリック医薬品普及率を平成29年度中に70％以上としている。

• 【対策】ジェネリックに切替え可能な対象者を特定し、切替えを促す差額通知を実施する。

◆ 若年層からの健診受診の動機付け ◆ 生活習慣病予防・重症化予防

◆ 「こころ」の健康の普及啓発 ◆ 医療費適正化に向けた取組みの強化
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Ⅲ重点保健事業

１．特定健診、３９健診の受診勧奨事業

【目 的】 国民健康保険被保険者の生活習慣病予防

【【【【概概概概 要要要要】】】】

◆受診勧奨通知の送付

◆若い世代（20-39歳）からの健診受

診の動機付け

◆健診結果が受診勧奨判定値以上で

医療機関未受診の者が、適切な受診

行動を取れるよう支援する。

【【【【現現現現 状状状状】】】】

◆特定健診未受診者

（平成26年度） 5,043人

※生活習慣病関連の治療・検

査歴のない者

◆39健診受診者

（平成26年度・国保加入者分）

21人

【【【【目目目目 標標標標】】】】 ※※※※平成平成平成平成29292929年度年度年度年度

◆実施目標（アウトプット）

対象者への通知率 100％

◆成果目標（アウトカム）

・特定健診受診率 7％向上

（平成26年度受診率 23.1％）

・39健診受診率 5％向上
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Ⅲ重点保健事業

２．糖尿病性腎症重症化予防事業

【目 的】 国民健康保険被保険者の糖尿病重症化予防

【【【【概概概概 要要要要】】】】

◆対象者個人への専門職による6カ月

間の面談指導・電話指導

◆健診検査値とレセプト治療状況から

効果の高い対象者を特定

【【【【現現現現 状状状状】】】】

◆透析患者（平成26年度）

46人

◆指導対象者（平成26年度）

128人

※指導により行動変容が期待で

きる対象者

【【【【目目目目 標標標標】】】】 ※※※※平成平成平成平成29292929年度年度年度年度

◆実施目標（アウトプット）

・対象者の指導実施率 20％

・完了者の生活習慣、検査値改善

率 70％

◆成果目標（アウトカム）

指導完了後の病状進行 0人
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Ⅲ重点保健事業

３．受診行動適正化指導事業

【目 的】 重複・頻回受診者数、重複服薬者数の減少

【【【【概概概概 要要要要】】】】

◆訪問等の案内通知の送付

◆専門職による面接・電話指導

◆レセプトから疾病の状況等を考慮し、

より指導効果の高い対象者を特定

【【【【現現現現 状状状状】】】】

◆指導対象者（平成26年度）

11人

※3カ月以上連続で重複受診・

頻回受診・重複服薬に該当する

者

【【【【目目目目 標標標標】】】】 ※※※※平成平成平成平成29292929年度年度年度年度

◆実施目標（アウトプット）

・対象者への通知率 100％

・対象者の指導実施率 20％

◆成果目標（アウトカム）

重複・頻回受診者数、重複服薬者

数 20％減少

13



Ⅲ重点保健事業

４．ジェネリック医薬品普及促進事業

【目 的】 ジェネリック医薬品の普及率向上

【【【【概概概概 要要要要】】】】

◆差額通知書の送付

◆レセプトからジェネリックへの切替えに

より薬剤費軽減額が一定以上の対象

者を特定

【【【【現現現現 状状状状】】】】

◆ジェネリック医薬品普及率

（平成26年度平均・数量ﾍﾞｰｽ）

55.3％

【【【【目目目目 標標標標】】】】 ※※※※平成平成平成平成29292929年度年度年度年度

◆実施目標（アウトプット）

対象者への通知率 100％

◆成果目標（アウトカム）

ジェネリック医薬品普及率（数量

ベース） 15％向上

14



Ⅲ重点保健事業

５．こころの健康づくりに関する普及啓発事業

【目 的】 こころの健康づくりの推進

【【【【概概概概 要要要要】】】】

◆こころの相談機関等に関するリーフ

レットの送付

◆保健衛生部門と連携し、早期に相談

や医療機関への連携を図る。

【【【【現現現現 状状状状】】】】

◆こころの相談機関を知ってい

る者の割合

（平成26年度・国保加入者分）

37.7％

【【【【目目目目 標標標標】】】】 ※※※※平成平成平成平成29292929年度年度年度年度

◆実施目標（アウトプット）

被保険者への通知率 100％

◆成果目標（アウトカム）

こころの相談機関を知っている者の

割合 10％向上

15


